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五 苓散 の 脳卒中予防効果 （第二 報）
一 白朮 の 体重抑制 と血 中 FiJグUtライド低下 作 用 一

富山県薬事研 究所
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【目的】我 々 は昨 年 の 本学 会で 、食塩負 荷 した脳 卒中易発性高血圧ラ ッ ト（S”RSP）に 五

苓散粉末を長期投与 した ところ 、顕著な血圧上昇抑制お よび脳卒中予 防効 果 を認め 、こ

れ らの 作用に は構成生薬中の 白朮が大 きく関与 して い るこ と を報告 した 。さ らに 、白朮

投与群で も認め られ た体重増加抑制が脳卒 中発症予防 と深く関係す る こ とか ら、今 回 白

朮の 体重増加抑制作用 に つ い て摂餌量と の 関連を詳細に検討 す る と と も に 、体重 増加抑

制の 機序に つ い て も若干 検討を加え興味ある知見を得た の で 報告す る。

【方法 】1）実験勤物 ： 当研究所にお い て繁殖飼育 した 13週令の 雄性SHRSPを用い た。

2）血液生化学検査 ： 白朮粉末を 0，45お よび 0．99／匹／日（ヒ トO．2日量f匹／日 ）の 用量 となる よ

う飼科に添加 して 4 週同投与 し、体重変化 と関わりが 深い と思われ る血中グルコース，トリグリセラ

IF、アルブミンな どに つ い て経時的に調べ た 。3）摂餌量 と体重抑制の 関係 ： 実 験 開始時に 白鵡

投与群で約 20X の摂餌量の 減少が見 られる の で 、給飼量を人為的に 149／匹／日（通常摂取

量の 80X）に抑 えた制限食群を設け、体重 、血圧 、摂餌量 、飲水量お よび血 中トリ列 セラ仆を

測定 し、白朮投与群 （0．99／匹／日）お よび対照群 と比較検討 した 。なお 、開始時お よび 5 週

目の 1 週間は個別データ を得 るた め 代謝ケ ージで 動物 を飼育 して 、他の 期間は 5 匹 の 集

団飼育 とした。6 週間経過 した時点で制限食お よび 白朮投与を中止 し、さらに 2 週間 の

回復実験を実施 した 。4）体脂肪量の 測定 ： 0，99／匹／日の 白朮 を4 週間投与 し、精巣周囲に

沈着する 脂肪組 織を摘出し秤量 した 。

【結果 及び考察 】白蹴投与によ り血 中 トリグリセラ仆 が顕 著 に低下 した が、グルコ
ースなどには影響

なか っ た ．白朮投与開始後 1週 間は摂餌量が明 らかに 減少 したが 、3 週後には対 照群と

の 差 は消失 した 。しか し、体重および FVfVセラ仆 の 抑制は摂餌量回復後 も持続 したこ とか

ら こ れ らの 抑制は 白朮 自身 の 作用 と思われ る 。ま た 、体 重が極端 に抑制された 制隕食 群

よ り白乖投与群 の方が血圧上昇の 抑制お よび トリ列 セラ仆 の 低下が顕著で あ っ た 。

　【結論 】白朮 粉末 をSHRSP に数 週間 投与 した と こ ろ 、著明な血 中 トリ殉 セラ仆 の 低下、体重

堪加抑制、脂肪沈着量の 減少が認め られ た 。これ ちの 抗肥満作用と血圧上昇抑制 さらに

は 脳卒中予 防 と の 関連に つ い て は今後 さら に検討 して い きた い ．
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